


シリーズ② 

　北近江の寺院や仏堂に祀られてい
る多くのホトケさま。今もなお地域
の人たちによって守り継がれていま
す。その中から代表的なものをシリ
ーズで紹介していきます。 
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平成26年の交通事故発生状況(６月１日現在)

人身事故発生件数　196件（－47件）
死者　　　　　　　002人（±00人）
傷者　　　　　　　262人（－58人）

（前年比）

長
浜
市
指
定
文
化
財
　

「
木
造
天
部
形
立
像
二
躯
」

（
川
並
自
治
会
蔵
、
地
蔵
堂
安
置
）

・
指
定
日：

平
成
２
年
４
月
２
日

・
所
在
地：

余
呉
町
川
並

川
並
集
落
は
、「
天
女
の
羽
衣
伝
説

（
帝
王
編
年
記
）」
で
知
ら
れ
る
余
呉
湖

の
北
西
岸
に
位
置
し
ま
す
。「
羽
衣
伝
説
」

の
ほ
か
、「
桐
畑
太
夫
と
天
女
の
伝
説

（
桐
畑
太
夫
縁
起
）」、「
天
女
の
子
を
菅

原
道
真
と
す
る
伝
説
（
北
野
神
社
縁
起
）」

な
ど
も
伝
わ
り
、
天
神
信
仰
が
広
く
浸

透
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま

た
余
呉
湖
北
岸
に
は
「
衣
掛
け
の
柳
」

と
伝
わ
る
古
木
が
あ
り
ま
す
。

集
落
の
南
端
に
あ
る
地
蔵
堂
に
は
、

本
尊
子
安
地
蔵
半
跏
像
の
ほ
か
、
薬
師

如
来
三
尊
像
、
聖
観
音
像
、
三
十
番
神

像
な
ど
が
一
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
集
落
地
先
に
は
七
つ
の
森
が
あ
り
、

か
つ
て
は
森
ご
と
に
堂
舎
が
あ
っ
た
と

い
い
ま
す
。

今
回
紹
介
す
る
天
部
像
は
、
も
と
は

四
方
位
を
警
護
す
る
四
天
王
像
と
し
て

造
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
二
躯
と

も
、
カ
ヤ
と
み
ら
れ
る
一
材
か
ら
、
台

座
（
邪
鬼
）
を
含
め
て
彫
り
出
し
て
い

ま
す
。
甲
冑
を
着
し
兜
を
つ
け
た
武
装

身
。
彩
色
が
施
さ
れ
て
い
た
ら
し
く
各

所
に
下
地
の
白
土
を
残
し
て
い
ま
す
。

両
像
と
も
肩
か
ら
先
を
失
う
も
の
の
、

体
躯
表
現
や
表
情
に
は
迫
力
が
あ
り
、

平
安
時
代
後
期
、
12
世
紀
頃
の
作
風
を

よ
く
示
し
て
い
ま
す
。

※
両
像
は
現
在
、
高
月
観
音
の
里
歴
史
民

俗
資
料
館
開
館
30
周
年
記
念
特
別
企
画

「
戦
火
を
く
ぐ
り
抜
け
た
ホ
ト
ケ
た
ち
」

の
中
で
、
特
別
公
開
を
行
っ
て
い
ま
す
。

開
期
12
月
28
日
（
日
）
ま
で

※
像
高
　
①
１
０
４
・
７
㎝

②
９
８
・
４
㎝

■問
高
月
観
音
の
里
歴
史
民
俗
資
料
館

（
7
８
５-

２
２
７
３
）

「あわない・起こさない」シルバー無事故運動に参加しませんか。
今年に入り、県内では高齢者の交通死亡事故が増えています。高齢者の皆さん

でチームを組み、本運動に参加することで、交通事故の防止をめざしませんか。

●参加条件：県内在住の人で、５人１組のチーム
※65歳以上の人が３人以上含まれていること

●募集期間：６月２日(月)～６月30日(月)
●受付場所：市民協働推進課(本館２階)および北部振興局地域振興課、

各支所窓口

昨年と比較して交通事故の発

生件数は減少していますが、浅
井地域と高月地域で交通事
故が増加しています。
慣れた道でも安全確認を確実

に行い、夜間は反射材を活用し
ましょう。

■問
市
民
協
働
推
進
課
（
7
６
５-

８
７
２
２
）

長
浜
・
木
之
本
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

雨
の
日
の
運
転
に
は
特
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

雨
の
日
は
視
界
が
悪
く
な
る
う
え
、
窓
ガ
ラ
ス
が
曇
っ
た
り
、
路
面
が
滑
り
や
す
く
な
る

な
ど
悪
条
件
が
重
な
り
、
交
通
事
故
の
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

普
段
よ
り
速
度
を
落
と
し
、
車
間
距
離
を
十
分
に
と
っ
て
慎
重
に
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

乾燥した路面と濡れた路面での緊急停止距離の違い 

40㎞/h

60㎞/h

約20m

約36m

約43m

約23m
雨の日の停止距離は 

普段の 

約1.2倍 

①②市役所本庁跡地の利活用方針についてお知らせします
■問総務課財産管理室（7６５－１７１７）

市
役
所
の
本
庁
舎
移
転
に
伴
う
跡
地
利
用
に
つ
い
て
、

長
浜
市
基
本
構
想
な
ど
各
種
計
画
や
地
域
の
皆
さ
ん
か

ら
の
要
望
等
を
踏
ま
え
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
本
庁
跡
地
の
活
用
理
念
や
必
要
な
機
能

等
、
基
本
的
な
考
え
方
を
示
す
利
活
用
方
針
を
策
定
し

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

今
後
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
得
な
が
ら
基
本
構

想
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

基
本
理
念

人
・
文
化
・
産
業
が
織
り
な
す
、

活
力
と
魅
力
あ
ふ
れ
る
都
市
空
間
の
創
出

基
本
方
針

（
１
）
だ
れ
も
が
学
び
、
活
動
し
、
成
長
で
き
る
場
づ
く
り

（
２
）
交
流
・
憩
い
の
場
づ
く
り

（
３
）
官
民
連
携
に
よ
る
産
業
・
賑
わ
い
・
地
域
の
活

性
化
へ
の
拠
点
づ
く
り

導
入
す
る
機
能
と
施
設

◆
中
央
図
書
館

老
朽
化
や
駐
車
場
不
足
の
問
題
を
抱
え
る
長
浜
図

書
館
を
移
転
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
サ
ー
ビ
ス

向
上
を
め
ざ
し
、
中
央
館
を
核
と
し
た
体
制
へ
の
転

換
を
図
り
ま
す
。

◆
公
民
館

老
朽
化
や
駐
車
場
不
足
の
問
題
を
抱
え
る
長
浜
公

民
館
を
移
転
し
、
生
涯
学
習
や
社
会
教
育
活
動
、
地

域
づ
く
り
に
お
け
る
活
動
拠
点
と
し
て
整
備
し
ま

す
。

◆
市
民
活
動
支
援
コ
ー
ナ
ー

市
民
活
動
を
促
進
す
る
た
め
、
市
民
活
動
に
取
り

組
む
団
体
の
設
立
や
運
営
の
支
援
等
を
行
う
拠
点
を

つ
く
り
ま
す
。

◆
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー

長
浜
市
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
、
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
で
事
業
者
を
支
援
す
る
拠
点
と
し

て
整
備
し
ま
す
。

◆
共
用
ス
ペ
ー
ス

各
機
能
を
補
完
・
強
化
す
る
た
め
、
会
議
室
や
各

種
活
動
ス
ペ
ー
ス
な
ど
多
目
的
に
幅
広
く
使
用
で
き

る
共
用
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
し
ま
す
。

◆
駐
車
場

来
訪
者
向
け
の
駐
車
場
や
観
光
バ
ス
乗
降
所
を
設

置
し
、
来
訪
者
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

お
旅
所
（
黒
壁
ス
ク
エ
ア
西
）
と
の
連
携
に
よ
り
観

光
客
の
回
遊
性
を
高
め
ま
す
。

《
併
設
さ
れ
る
施
設
》

◆
長
浜
商
工
会
議
所

市
と
連
携
し
地
域
再
生
へ
の
取
組
み
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
に
よ
る

広
域
連
携
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
地
域
経
済
の

活
性
化
を
促
進
し
ま
す
。

中央図書館 

公民館 
産業創造 
センター 

市民活動支援 
コーナー 商工会議所 

共用 
スペース 

駐車場 

共用 
スペース 

駐車場 

文化 

人 産業 

情報 
交流 

地域活性化 
賑わい 

今後のスケジュール
今後は、関係者や市民の皆さんの意見をお聞きしながら、施設の具

体的な内容について検討を進め、平成29年度の開館をめざします。

本庁跡地利用の機能連携イメージ

26年度 27年度 28年度 29年度 

方
針
決
定 

開
　
館 

基本構想策定 基本 
設計 

庁舎 
解体工事 

現時点 

暫定利用 

実施設計 建設工事 

市民参加 
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災害時要援護者

・ひとり暮らしの高齢者

・高齢者のみの世帯

・重いしょうがいのある人 など

台帳登録者

【自治会】
避難支援・見守り支えあい計画

(個別計画) の作成

【市・社会福祉協議会】

台帳作成、

必要な情報を共有

◇見守り支援者
◇避難支援者
◇防災推進員 など

日ごろの見守り
災害時の避難支援

民生委員自治会長

協力

日ごろの見守り
災害時の避難支援

「長浜市避難支援・見守り支えあい制度」の概要

制度への登録のご案内

登録の申請
情報共有の同意

情報共有

避
難
支
援
・
見
守
り
支
え
合
い
制
度

〜
地
域
で
支
え
る
　
避
難
支
援
と
日
ご
ろ
の
見
守
り
〜
「
い
つ
も
」
の
つ
き
あ
い
が
「
も
し
も
」
に
生
き
る
！

阪
神
淡
路
大
震
災
以
降
多
発
す
る
大
き
な
災
害
や

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
の
状
況
を
目
の
当
た
り

に
し
て
、
誰
も
が
地
域
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
や
、

絆
づ
く
り
の
大
切
さ
を
再
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

特
に
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人
の
避
難
支
援

や
安
全
確
保
に
あ
た
っ
て
、
身
近
な
人
が
声
を
か
け

合
い
、
協
力
し
て
行
動
す
る
「
支
え
あ
い
の
体
制
」

が
あ
る
こ
と
は
、
大
変
重
要
で
す
。

各
自
治
会
で
は
、
普
段
か
ら
住
民
同
士
の
つ
な
が

り
を
大
事
に
し
、
見
守
り
や
声
か
け
な
ど
の
活
動
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
日
ご
ろ
の
積
み

重
ね
が
、
明
る
く
住
み
よ
い
地
域
社
会
づ
く
り
を
促

進
し
、「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

と
い
う
意
識
や
、
災
害
発
生
時
の
迅
速
な
行
動
に
も

つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

市
で
は
「
避
難
支
援
・
見
守
り
支
え
あ
い
制
度
」

に
よ
り
、
こ
う
し
た
身
近
な
自
治
会
組
織
が
主
体
と

な
っ
た
体
制
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制

度
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
し
ょ
う
が
い
の

あ
る
人
な
ど
か
ら
の
申
出
を
受
け
、
自
治
会
や
防
災

組
織
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
さ
ん
が
支
援
体

制
を
つ
く
る
と
と
も
に
、
市
・
社
会
福
祉
協
議
会
が

必
要
な
情
報
を
共
有
す
る
も
の
で
す
。

◎
登
録
の
対
象
と
な
る
人

「
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
」
や

「
重
い
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
」
な
ど
、

日
常
生
活
で
手
助
け
が
必
要
と
な
る
人

や
、
避
難
す
る
際
に
支
援
が
必
要
な
人

で
す
。

・
災
害
が
発
生
し
た
際
に
避
難
情
報
が

伝
わ
り
に
く
く
、
情
報
伝
達
に
配
慮

が
必
要
な
人

・
避
難
が
必
要
か
ど
う
か
自
分
で
判
断

で
き
な
い
人
、
避
難
の
準
備
を
一
人

で
す
る
こ
と
が
難
し
い
人
　
な
ど

◎
登
録
に
あ
た
っ
て

こ
の
制
度
で
は
、
申
請
に
も
と
づ
き

登
録
者
の
支
援
に
必
要
な
情
報
を
ま
と

め
た
「
個
別
計
画
」
を
自
治
会
が
作
成

し
、
こ
の
情
報
を
自
治
会
長
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
、
避
難
支
援
者
、
市
、

社
会
福
祉
協
議
会
が
共
有
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
登
録
を
希
望
す
る
皆
さ

ん
に
は
、
情
報
の
共
有
に
つ
い
て
同
意

い
た
だ
く
こ
と
が
前
提
に
な
り
ま
す
。

◎
登
録
に
お
け
る
利
点

要
援
護
者
の
避
難
方
法
等
に
つ
い

て
、
本
人
を
含
め
た
地
域
の
皆
さ
ん
に

話
し
合
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
災
害

時
に
助
け
合
い
な
が
ら
避
難
で
き
ま

す
。
ま
た
、
薬
を
服
用
し
て
い
る
人
や

杖
が
必
要
な
人
な
ど
、
避
難
時
や
避
難

後
に
必
要
な
情
報
に
つ
い
て
も
把
握
・

共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

本
制
度
は
日
常
的
な
見
守
り
支
援
も

含
め
て
い
る
た
め
、
支
援
者
か
ら
要
援

護
者
に
対
し
日
ご
ろ
の
声
か
け
が
し
や

す
く
な
る
な
ど
、
日
常
か
ら
の
見
守

り
・
支
援
を
地
域
ぐ
る
み
で
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

◎
登
録
方
法

登
録
を
希
望
す
る
人
は
「
申
請
書
」

お
よ
び
「
個
人
情
報
の
取
扱
に
係
る
同

意
書
」
を
市
役
所
ま
た
は
社
会
福
祉
協

議
会
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
を

希
望
す
る
人
に
は
、
申
請
書
・
同
意
書

を
送
り
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。）

※
す
で
に
登
録
し
て
い
る
人
、
自
治
会

や
支
援
者
の
人
は
、
個
別
計
画
の
内

容
を
確
認
く
だ
さ
い
。

※
変
更
が
あ
り
ま
し
た
ら
連
絡
く
だ
さ

い
。（
登
録
情
報
を
更
新
し
ま
す
）

地
域
の
見
守
り
、

避
難
支
援
に
つ
い
て

支
援
者
と
は
、
要
援
護
者
を
日
ご

ろ
か
ら
見
守
り
、
避
難
情
報
の
伝
達

や
支
援
体
制
を
確
認
す
る
人
で
す
。

こ
の
制
度
は
、
あ
く
ま
で
支
援
者

の
善
意
で
行
う
地
域
活
動
で
あ
り
、

要
援
護
者
へ
の
支
援
の
義
務
や
責
任

を
課
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
登
録
す
れ
ば
災
害
時

の
支
援
が
必
ず
約
束
さ
れ
る
と
い
う

わ
け
で
は
な
く
、
支
援
を
希
望
す
る

人
も
、
自
分
の
身
を
自
分
で
守
る
準

備
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
地
域
の
人
た

ち
と
の
交
流
を
深
め
、
い
ざ
と
い
う

と
き
の
支
援
が
円
滑
に
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ふ
だ
ん
か
ら
、
あ
な
た
も
私
も

『
ご
き
げ
ん
い
か
が
』
の

声
か
け
や
目
配
り
を

▼
出
前
講
座
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

市
で
は
、「
避
難
支
援
・
見
守
り
支

え
あ
い
制
度
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
出
前

講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

自
治
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
、
ま
ち
づ
く

り
委
員
会
な
ど
、
10
人
以
上
の
グ
ル
ー

プ
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。
制
度
の
内
容

や
個
別
計
画
の
作
成
に
つ
い
て
説
明
し

ま
す
。

【
申
込
方
法
】

開
催
希
望
日
、
グ
ル
ー
プ
名
、
代
表

者
名
、
連
絡
先
、
参
加
人
数
、
会
場
を

電
話
で
左
記
ま
で
。

※
料
金
は
無
料
で
す
。
た
だ
し
、
会
場

は
申
込
ま
れ
た
グ
ル
ー
プ
で
用
意
し

て
く
だ
さ
い
。

■問
高
齢
福
祉
介
護
課
（
7
６
５-

７
７
８
９
）

社
会
福
祉
課
（
7
６
５-

６
５
３
６
）

協力

自治会や防災組織などによる日ごろの見守り活動を通じ、災害発生時の要援護者の安否確認、救助、避難誘導
の体制を整えるため、災害時の支援を希望する人の登録を受付けています。
登録の申出は、いつでもできます。自治会、民生委員、市、社会福祉協議会などにご相談ください。

【
提
出
先
】

高
齢
福
祉
介
護
課
、
し
ょ
う
が
い

福
祉
課
、
北
部
振
興
局
、
各
支
所
、

社
会
福
祉
協
議
会

■問
高
齢
福
祉
介
護
課

（
7
６
５
‐
７
７
８
９
）

■申・問
社
会
福
祉
課

（
7
６
５
‐
６
５
３
６
）
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まちなかで住宅を取得する人を応援します
■問長浜駅周辺まちなか活性化室(7６５－６５４５)

右図のまちなか居住推進重点区域内で、
市内本店業者と工事請負契約を締結し、
住宅を新築する場合や空き家を活用する
場合に建築費用や改修費用の一部を助成
します。
助成金の交付要件や申請方法(工事着工

前)など、詳しくは担当室まで問合せくだ
さい。

制度１　まちなか住宅建築等助成金
まちなかで、自らが居住する個人住宅

を新築等する場合
■限度額 60万円(助成率５％) 
表①の要件に該当する場合は、それぞ
れの額を加算し、最大280万円助成。

制度２　まちなか空き家再生促進助成金
自ら居住するために購入(賃借)した、な

がはま住宅再生バンクに登録された空き
屋の改修工事を行う場合
■限度額30万円(助成率10％) 
表②の要件に該当する場合は、それぞ
れの額を加算し、最大230万円助成。

表①【制度１関係】

■問
商
工
振
興
課
（
7
６
５
‐
８
７
６
６
）

街
並
み
景
観
形
成
を

応
援
し
ま
す

伝
統
的
な
建
築
様
式
の
建
物
を
保
存
・
活
用
し
、
魅

力
あ
る
街
並
み
を
形
成
す
る
事
業
に
必
要
な
経
費
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

募
集
期
間

７
月
11
日
（
金
）
〜
24
日
（
木
）

※
（

）
内:

補
助
率
、
補
助
限
度
額

美
し
い
観
光
地
づ
く
り
推
進
事
業

歴
史
・
水
辺
・
緑
・
芸
術
を
活
か
し
た
景
観
づ
く
り

(

１
／
２
、
２
０
０
万
円)

【
対
象
区
域
】
市
全
域

伝
統
的
街
並
み
景
観
形
成
事
業

①
商
業
観
光
推
進
フ
ァ
サ
ー
ド
整
備
事
業

(

１
／
２
、
１
５
０
万
円)

②
伝
統
的
町
家
フ
ァ
サ
ー
ド
整
備
事
業

(

１
／
２
、
２
０
０
万
円)

③
伝
統
的
町
家
再
生
活
用
等
整
備
事
業

(

１
／
２
、
５
０
０
万
円)

【
対
象
区
域
】
特
定
景
観
形
成

重
点
区
域

※
補
助
対
象
事
業
や
対
象
者

な
ど
、
詳
し
く
は
右
記
担

当
課
ま
で
。

加算メニュー

①住宅建築のために平成26年４月

１日以降に敷地の所有権または

借地権を新たに取得した場合

②子育て世帯の場合

③多世代同居世帯の場合

④多子世帯の場合

限度額

100万円

50万円

50万円

20万円

助成率

４％

２％

２％

１％

表②【制度２関係】

加算メニュー

①住宅建築のために平成26年４月

１日以降に敷地の所有権または

借地権を新たに取得した場合

②子育て世帯の場合

③多世代同居世帯の場合

限度額

100万円

50万円

50万円

助成率

７％

３.５％

３.５％

■問
選
挙
管
理
委
員
会
（
7
６
５-

６
５
０
３
）

７
月
13
日(

日)

は
滋
賀
県
知
事
選
挙

７
月
27
日(

日)

は
長
浜
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
投
票
日
で
す

市
公
共
施
設
の
指
定
管
理
者
を
募
集
し
ま
す

各
選
挙
の
投
票
時
間
は
７
時
〜
20
時
で
す

（
一
部
時
間
を
繰
り
上
げ
る
投
票
所
も
あ
り
ま
す
）

●
当
日
投
票
に
行
け
な
い
人
は
、
期
日
前
投
票
を

し
ま
し
ょ
う

入
場
整
理
券
の
裏
面
に
「
期
日
前
投
票
宣
誓
書
」
を
印
刷

し
て
い
ま
す
。
期
日
前
投
票
を
す
る
際
は
、
事
前
に
記
入
し

て
お
持
ち
い
た
だ
く
と
手
続
き
が
早
く
済
み
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
期
日
前
投
票
は
、
下
記
会
場
の
ど
こ
で
も
投
票
し
て
い
た

だ
け
ま
す
。

●
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

身
体
に
重
度
の
し
ょ
う
が
い
が
あ
る
人
や
、
介
護
認
定
で

「
要
介
護
５
」
と
認
定
さ
れ
た
人
は
、
自
宅
で
郵
便
等
に
よ

る
不
在
者
投
票
（
代
理
記
載
制
度
も
あ
り
ま
す
）
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

事
前
に
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
た
う
え

で
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
へ
投
票
用
紙
を
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。

投
票
用
紙
の
請
求
に
つ
い
て
は
期
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、

早
め
に
右
記
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
病
院
等
に
お
け
る
不
在
者
投
票

都
道
府
県
の
選
挙
管
理
委
員
会
が

指
定
し
た
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
等
に

入
院
・
入
所
し
て
い
る
人
は
、
当
該

施
設
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

不
在
者
投
票
を
希
望
す
る
人
は
、
各

施
設
の
職
員
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

左
記
施
設
の
指
定
管
理
者
と
し
て
、
平
成
27
年
４
月
か
ら
施
設
の
管
理

運
営
を
担
っ
て
い
た
だ
け
る
法
人
や
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
す
る
施
設

西
浅
井
地
区
診
療
所
（
塩
津
診
療
所
・
永
原
診
療
所
・
永
原
診
療
所
菅

浦
出
張
診
療
所
）

■
指
定
管
理
予
定
期
間

平
成
27
年
４
月
１
日
〜
平
成
32
年
３
月
31
日
（
５
年
間
）

■
募
集
要
項
の
配
付

【
期
　
間
】
６
月
16
日
（
月
）
〜
７
月
16
日
（
水
）

平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

【
場
　
所
】
健
康
推
進
課

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
）

■
申
請
書
類
の
提
出

【
期
　
間
】
７
月
11
日
（
金
）
〜
16
日
（
水
）

平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

【
提
出
先
】
直
接
ま
た
は
郵
送
で
下
記
担
当
課
ま
で

指
定
管
理
者
制
度
と
は

民
間
の
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
を
含
め
、
法
人
や
団

体
（
個
人
は
不
可
）
で
あ
れ
ば
、
市
に
代
わ
っ
て
公

共
施
設
の
管
理
運
営
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
、

民
間
の
専
門
性
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
施
設
の
管
理
運
営
に

活
か
す
こ
と
に
よ
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
経

費
削
減
な
ど
を
図
る
も
の
で
す
。

■問
行
政
経
営
改
革
室
（
7
６
５-

６
７
０
２
）

期 日 前 投 票

滋賀県

知事選挙

市議会議員

一般選挙

会　場

本庁・北部振興局

各支所

本庁・北部振興局

各支所

時　間

８時30分～20時

８時30分～18時

８時30分～20時

期　間

６月27日(金)～７月12日(土)

７月５日(土)～７月12日(土）

７月21日(祝・月)～７月26日(土)

問合せ・提出先
健康推進課〈ながはまウェルセンター内〉
〒５２６－０８４５　小堀町32番地の３
7６５―７７７９

６月23日(月)～29(日)は「男女共同参画週間」です
“認め合い 手に手をとって みんなで参画”（男女共同参画推進標語最優秀）

■問人権施策推進課(7６５－６５６０)
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『ぼくの守る星』
神田　茜／著
集英社

ディスクレシア（読み書き困難）の僕。
担任は僕の脳の事情を知っているはずな
のに、授業中よく当てる。真剣に答えて
いるのに、いつも教室は大爆笑。そんな
僕の「才能」を絶賛し、組んで漫才師に
なろう！ と本気で誘うクラスメイトもい
て…。家族のことで悩む中学生と大人、
５人が順に語る連作短編集。

『生まれた時からアルデンテ』
平野　紗季子／著

平凡社
著者は、小学生のときから食べ歩き日

記をつけていたという大の食事好き。よ
その家の麦茶の味、オブラートに包まれ
たことで味の跳躍をうむ食材など、日常
の食にまつわる発見が、食の偉人の言葉
とともに語られます。明日出会う新たな
食との予感に“腹”を躍らせることでし
ょう。

～見ながら学習調べてなっとく～

『ずかん文字』
八杉　佳穂／監修
技術評論社

言葉を記録し伝えるための文字は、国
や民族によって異なります。この本には
古代と現代をあわせて60の文字が、発祥
の歴史や特徴とともに紹介されています。
古代文字の50音表で、自分の名前を古代
文字で書いてみるのはいかがでしょうか。

本 
図書館だより 図書館だより 新しく入った本のなかから・・・

各館の開館カレンダー（虎姫・湖北図書館以外は、祝日も開館しています。最終水曜日は資料整理のため全館休館です） ●は休館日

15

長　浜
浅　井
び　わ
虎　姫
湖　北
高　月

６　　　　　　月 ７　　　　　　月

日

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
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●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

火 水 木 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 木 金 土 日 月火 水土金
16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17
月 日 月

18 19 20
火 水 木 金 土 日

【開館時間】 ◆図書館サイトへは…　長浜市立図書館　　検索

長浜図書館 763-2122【平日：10時～19時　土日祝：9時～18時】 浅井図書館 774-3311【10時～18時】
びわ図書館 772-4305【10時～18時　　 金曜のみ：10時～20時】 虎姫図書館 773-2335【10時～18時】
湖北図書館 778-1687【10時～18時】 高月図書館 785-4600【10時～18時】

G

今月は６月15日(日)です

親子で、家族で、友だち同士で、本に親しむ時間を
持ちませんか。市内の図書館には、本や雑誌、新聞な
どみなさんの役に立つ資料がいっ
ぱいです。
この機会にぜひ、みなさんで図
書館にお越しください。

※市の木 けやきのように、読書を通
じてのびのびと豊かに生きる長浜
の子を「けやきっ子」といいます。

地域巡回教育講座を
開催します！

日時：６月28日(土)13時30分～15時30分
場所：長浜図書館(朝日町)
内容：「認知科学とは何か　―わたしたち

の身体と心のしくみを考える―」
講師：小堀　聡 氏(龍谷大学理工学部教授)
定員：40人(無料) ※要申込み
主催：放送大学滋賀学習センター
共催：図書館運営室
■申･問：放送大学滋賀学習センター

(7０７７－５４５－０３６２)

毎月第３日曜日は
「けやきっ子読書の日」

※ ５月15日号の本の紹介で、表紙画像に誤りがありました。お詫びします。

■問
商
工
振
興
課
（
7
６
５-

８
７
６
６
）

第
一
期
「
な
が
は
ま
・
こ
ほ
く

創
業
塾
」
を
開
講
し
ま
す

■問
し
ょ
う
が
い
福
祉
課
（
7
６
５-

６
５
１
８
）

在
宅
し
ょ
う
が
い
者
社
会
参
加

援
助
金
の
申
請
を
受
付
け
ま
す

■問
子
育
て
支
援
課
（
7
６
５-

６
５
１
４
）

現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

地
域
を
元
気
に
す
る

企
業
や
事
業
を
応
援
し
ま
す

今
年
１
月
に
施
行
さ
れ
た
国
の
「
産
業
競
争
力
強
化
法
」

に
基
づ
く
創
業
や
新
事
業
を
促
進
す
る
仕
組
み
と
し
て
、
市

の
創
業
支
援
事
業
計
画
が
県
下
第
一
号
と
し
て
認
定
を
受
け

ま
し
た
。

そ
の
応
援
サ
ポ
ー
ト
の
第
一
弾
と
し
て
、
創
業
を
め
ざ
す

人
や
新
事
業
を
立
ち
上
げ
た
い
人
を
対
象
に
、「
な
が
は
ま
・

こ
ほ
く
創
業
塾
」
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

申
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
な
が
は
ま
・
こ
ほ
く
創
業
塾

【
と
　
き
】
７
月
２
日
〜
９
月
24
日
の
毎
週
水
曜
日
（
全
12
回
）

※
８
月
13
日
（
水
）
は
休
講
、
９
月
10
日
（
水
）

分
は
９
月
８
日
（
月
）
に
実
施
。

※
開
始
時
刻
は
18
時
30
分
ま
た
は
19
時
か
ら

【
と
こ
ろ
】
長
浜
商
工
会
議
所
（
高
田
町
）

【
内
　
容
】
実
際
の
創
業
新
事
業
に
活
用
で
き
る
基
礎
知
識
や
ノ

ウ
ハ
ウ
を
、
ゲ
ー
ム
感
覚
も
取
り
入
れ
た
研
修
で
楽

し
く
学
べ
ま
す
（
希
望
す
る
日
の
み
の
受
講
も
可
）。

【
定
　
員
】
30
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
）

【
受
講
料
】
無
料

※
申
込
み
は
、
①
氏
名
②
住
所
③
連
絡
先
、
受
講
希
望
日
等

を
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
左
記
ま
で
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

在
宅
で
生
活
す
る
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
の
社
会
参
加
を

支
援
す
る
た
め
、
援
助
金
を
支
給
し
ま
す
。

※
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
介
護
老
人
保
健
施
設
等
に
入
所
し
て

い
る
人
も
在
宅
に
含
み
ま
す
。

【
対
象
者
】

平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

75
歳
未
満
の
在
宅
の
人

①
身
体
障
害
者
手
帳
（
１
、
２
級
）
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

②
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
（
１
、
２
級
）
の
交
付
を
受

け
て
い
る
人

【
支
給
額
】
一
人
に
つ
き
年
額
１
万
２
千
円

【
受
付
期
間
】
６
月
16
日
（
月
）
〜
７
月
４
日
（
金
）

※
平
日
の
み

対
象
者
に
は
事
前
に
案
内
文
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
初

め
て
対
象
と
な
る
人
は
、
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

昨
年
度
受
給
し
た
人
は
、
氏
名
や
住
所
、
施
設
へ
の
入
所

状
況
、
振
込
口
座
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
の
み
、
変
更
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法

【
持
ち
物
】
①
申
請
書
ま
た
は
変
更
・
喪
失
届
（
用
紙
が
な
い

場
合
は
左
記
ま
で
）

②
交
付
を
受
け
て
い
る
手

帳
　
③
本
人
名
義
の
預
貯
金
通
帳
　
④
印
鑑

【
提
出
先
】
し
ょ
う
が
い
福
祉
課
〈
東
別
館
１
階
〉

北
部
振
興
局
福
祉
生
活
課
、
各
支
所

提
出
期
限
は
６
月
30
日
で
す

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
６
月
中
に
現
況
届
の

提
出
が
必
要
で
す
。

対
象
者
に
は
用
紙
等
を
郵
送
し
て
い
ま
す
の
で
、
必
要
事

項
を
記
入
し
添
付
書
類
と
と
も
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

添
付
書
類
に
つ
い
て
は
、
郵
送
し
た
書
面
を
確
認
く
だ
さ
い
。

提
出
先
と
受
付
時
間

○
子
育
て
支
援
課
〈
東
別
館
１
階
〉

平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

・
期
間
中
の
毎
週
木
曜
日
（
６
月
19
日
、
26
日
）
は

19
時
ま
で
延
長

・
６
月
22
日
（
日
）
は
日
曜
窓
口
を
開
設

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

※
延
長
、
日
曜
窓
口
は
子
育
て
支
援
課
の
み
。

○
北
部
振
興
局
福
祉
生
活
課
お
よ
び
各
支
所

平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

問
合
せ
・
申
込
先

長
浜
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
協
議
会
〈
長
浜
商
工
会
議
所
内
〉

（
7
６
２-

２
５
０
０
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
６
２-

８
０
０
１
）



食中毒が心配な季節です
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４か月児健診

10か月児健診

１歳８か月児健診

２歳８か月児健診

３歳８か月児健診

H26年02月01日～15日生
H26年02月16日～28日生
H26年03月01日～15日生
H26年03月16日～31日生
H25年08月01日～15日生
H25年08月16日～31日生
H25年09月01日～15日生
H25年09月16日～30日生
H24年11月01日～15日生
H24年11月16日～30日生
H23年11月01日～15日生
H23年11月16日～30日生
H22年11月01日～15日生
H22年11月16日～30日生

連　　絡　　先

6月20日(金)
6月27日(金)
7月30日(水)
7月31日(木)
6月18日(水)
6月19日(木)
7月25日(金)
7月28日(月)
7月10日(木)
7月14日(月)
7月08日(火)
7月09日(水)
7月04日(金)
7月07日(月)

健康推進課
7６５－７７５１

高月分室
7８５－６４２０

会場 会場健診日

6月30日(月)

7月28日(月)

6月24日(火)

7月17日(木)

7月16日(水)

7月04日(金)

7月08日(火)

健診日

長浜・浅井・びわ・虎姫地区
（通訳あり）

湖北・高月・木之本・
余呉・西浅井地区健診名 対象児の生年月日

長浜市
保健センター
（ながはま

ウェルセンター内）

高月
分室

乳幼児健診 受付時間13時～14時15分　受付開始13時までは、並んでお待ちください。

そだちっこ広場 受付時間９時30分～11時　＊予約不要

対　象 日　時 通訳 会場
長浜・浅井・びわ・虎姫地区に
お住まいの人
湖北・高月・木之本・余呉・西
浅井地区にお住まいの人

7月23日(水)

7月30日(水)

○
長浜市保健センター

（ながはまウェルセンター内）

高月分室

妊娠中の心身のこと、おっぱいのこと、お子さんの発育・発達、予防接種、歯科、栄養、離乳食、あそびのことな
ど、子育てについて感じていることをみなさんと一緒に話しませんか。専門のスタッフが疑問や不安に答えます。
■対象：市内在住の妊婦、０歳～就学前の子どもと保護者

そだちっこ広場では、月齢に応じた食材の大きさやかたさを見てもらいながら、離乳食の進め方につい

て栄養士が説明する『離乳食のおはなしタイム』も同時に実施します。

■申込方法 開催日の３日前までに電話で健康推進課まで
■対　　象 おおむね５～８か月（参加時）の保護者
■内　　容 離乳食の試食（保護者のみ）とお話
■時　　間 受付時間　９時30分～

実演時間　10時～10時30分
■持 ち 物 お子さんとお出かけの際に必要なもの　
■費　　用 無料

４か月健診、10か月健診では、「ブックスタート」の案内をしています。
【持ち物】各 健 診 共 通：母子健康手帳、質問票（受付時に母子手帳と質問票をお預かりします。ご準備ください）

１歳８か月児健診：お子さんの歯ブラシとコップ
２歳８か月児健診：お子さんの歯ブラシとコップ、聴覚検査結果表
３歳８か月児健診：お子さんの歯ブラシとコップ、お子さんの尿（清潔な容器に入れてお持ちください）

※乳幼児健診はお住まいの地区別に会場を指定して実施していますが、別の会場で受診される場合は、２日前ま
でに連絡してください。長浜市保健センター会場では全日程とも通訳があります。
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ほけんだより
長浜市保健センター・健康推進課
小堀町32番地の3（ながはまウェルセンター1階）
7６５－７７５１（母子保健について）
7６５－７７５９（成人保健について）
7６５－７７７９（その他について）
保健センター高月分室（高月支所西側）
高月町渡岸寺160 7８５－６４２０

集団予防接種 受付時間13時～14時15分　受付開始13時までは、並んでお待ちください。

【持ち物】母子健康手帳、体温計、
予診票(すこやか手帳内にあります)
＊高月会場は２か月に1回です。

《BCG（結核）》
生後３か月～
１歳になる１日前

（標準：５か月～８か月）

接種年齢 接種日 会　場通訳

長浜市保健センター
(ながはまウェルセンター内)

７月11日(金） ○

個別予防接種 各医療機関で実施します。※直接医療機関に予約してください。

【定期の予防接種】
ヒブ感染症、小児の肺炎球菌感染症、
四種混合、三種混合、不活化ポリオ、
麻しん･風しん､日本脳炎、二種混合

【持ち物】
母子健康手帳、保険証など住所がわかるもの、委任状(保護者以外が同伴
の場合)
※子宮頸がん予防接種は、現在、国からの通知により積極的にお勧めしていません。

細菌が原因となる食中毒は
夏場(６～８月)に多発します。
代表的なものは、腸管出血性
大腸菌(Ｏ157、Ｏ111等)
やカンピロバクター、サルモ
ネラ菌等です。

《食中毒予防の３原則》
食中毒の原因菌を…
(１)付 け な い：菌を食べ物に付けないように、手や食材・

調理器具などをこまめに洗いましょう。
(２)増やさない：低温では菌の繁殖がゆっくりに。生鮮食品

や惣菜は購入後すぐに冷蔵庫に入れ、早
めに食べましょう。

(３)やっつける：食品を加熱して食べましょう。特に肉料理
は中心部を75℃で１分以上加熱。

乳がん・子宮頸がん検診は２年に１度の検診です。
受診する人は必ず、前回の検診日を健康推進課で確認
してください。

医療機関での特定健診は
７月から９月に！

特定健診の受診対象となる人に、５月末に受診券
を送付しています。ご自身の健康のため、ぜひ受診
してください。特定健診は、会場を設けて実施する
総合健診のほか、お近くの医療機関で個別に受診で
きます。
〈医療機関での受診について〉
予　約：受診券に同封した案内チラシまたは健康づ

くり日程表に記載している医療機関
持ち物：特定健診受診券、保険証、健診料1,000円

月は食育月間です
この機会に食の大切さを考えて

みませんか。
まずは朝ごはんで元気な１日を始めましょう！

●離乳食のおはなしタイム ※先着20組（要予約）

６

乳がん検診（40歳以上）・子宮頸がん検診（20歳以上）のご案内です

乳がん検診・子宮頸がん検診　実施機関区別一覧

■申・乳がん検診：健康推進課（7６５－７７５９）
・子宮頸がん検診：直接下記医療機関

医療機関名

市立長浜病院

長浜市立湖北病院

長浜赤十字病院

電話番号

６３－８０８８

８２－３３１５

６３－００１６

乳

○

○

○

子宮

○

○

○

医療機関名

橋場レディスクリニック

佐藤クリニック

電話番号

６３－５５５５

６５－０１００

乳

×

×

子宮

○

○

※会場を設けて実施する総合健診での予約は健康推進課まで



「音楽の力で長浜市を元気に！」を合言葉に、音楽プ

ロデューサーYANAGIMANによるサマーミュージック

スクールを今年度も開催します。

長浜を盛り上げたい人、歌やダンスが大好きな人の応

募をお待ちしています。

【と　き】７月31日(木)～８月２日(土)
【ところ】木之本スティックホール(木之本町木之本)
【参加費】30,000円(食事、宿泊費込)
【対　象】10歳～23歳までの歌やダンスが好きな男女
【定　員】25人(先着順)

今年度もご当地ユニットオーディションを開催しま

す。第１期生の「Can'ce0浜姫」と一緒に長浜を盛り

上げてくれる人を発掘するためのオーディションです。

市や商工会、観光協会等の各種ＰＲイベント等に出演

していただきます。

【と　き】８月２日(土)サマーミュージックスクール終了後
【ところ】木之本スティックホール（木之本町木之本）
【参加費】無料
【対　象】長浜を盛り上げたいと思う10歳～23歳までの男女
【募集期限】７月18日(金)消印有効
【選　考】第一次審査(書類選考) → 第二次審査(実技・自

己ＰＲ) → 最終審査(実技)

豪華ゲスト講師陣による
熱いレッスン

●サマーミュージックスクール講師
・ＹＡＮＡＧＩＭＡＮ(音楽プロデューサー／長浜市音
楽振興ＰＲ大使)

・Ｒｉｎｇ(元Ｖｏ Ｖｏ Ｔａｕ　ボーカル)

●スペシャルゲスト(予定)
・ＴＡＫＡＨＩＲＯ(ダンサー)
・鶴久 政治(元チェッカーズ)
・金ヶ江 悦子(2010ミスインターナショナル日本代表)
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（公財）長浜文化スポーツ振興事業団から、講座・教室・
イベントの情報をお届けします！

長浜新川クリーンアップ作戦の参加者を募集します
■問滋賀県長浜土木事務所河川砂防課（7６５－６６３９）

長
浜
新
川
は
、
市
街
地
を
洪
水
か
ら
守
る

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
が
、
沿
川
の

ゴ
ミ
に
よ
り
環
境
が
悪
化
し
て
い
ま
す
。

長
浜
新
川
を
少
し
で
も
き
れ
い
に
す
る
た

め
、
ゴ
ミ
拾
い
や
草
刈
り
を
し
て
い
た
だ
け

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

川
の
近
く
に
住
む
人
だ
け
で
な
く
、
色
々

な
人
た
ち
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
と
　
き
】

７
月
６
日
（
日
）

８
時
〜
10
時
頃
　
※
小
雨
決
行

【
集
合
場
所
】

六
荘
公
民
館
（
勝
町
）

【
作
業
内
容
】

○
ゴ
ミ
拾
い
（
長
浜
新
川
河
口
〜
ア
ル
プ
ラ

ザ
平
和
堂
長
浜
店
裏
〜
山
階
町
）

○
草
刈
り
（
公
民
館
付
近
の
河
川
敷
）

【
持
ち
物
】

草
刈
り
機
（
お
持
ち
の
人
）、
鎌
、
熊
手
等

※
ゴ
ミ
袋
、
軍
手
、
ゴ
ミ
は
さ
み
は
主
催
者

側
で
用
意
し
ま
す
。

【
申
込
方
法
】

７
月
２
日
（
水
）
ま
で
に
電
話
で
左
記
ま
で

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加
入
す
る
た
め
）

申
込
先

滋
賀
県
長
浜
土
木
事
務
所
河
川
砂
防
課

（
7
６
５
‐
６
６
３
９
）

YANAGIMANの
SUMMER MUSIC SCHOOL ＆ 長浜ご当地ユニットオーディション

SUMMER MUSIC SCHOOL

音楽ユニットオーディション

申込方法等、詳しくは市ホームページまたは
Can'ce0浜姫ホームページをご覧ください。

◆市HP：http://www.city.nagahama.shiga.jp/
◆Can'ce0浜姫HP：http://www.cancehamahime.jp/

■問長浜ご当地ユニット実行委員会事務局
7８２－５９００　5８２－３９５６
hokubu-chiiki@city.nagahama.lg.jpEメール 

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
の
様
子
（
昨
年
）

▲

関西フィルハーモニー管弦楽団　リラックスコンサート in長浜
最強のオーケストラコンサートが新たな伝説をつくるHistory&Legend

～It'sリラックス　シネマ　ナイト～

浅井Ｂ＆Ｇ海洋センター　イベント情報

話題のNHK大河ドラマ「軍師官兵衛」のテーマ曲も演奏！
毎年恒例、チケット完売の人気事業。良い席は早めにお求めください！！

【と　き】８月３日(日)17時開演(16時30分開場)
(※ウェルカムコンサートは16時20分～)

【ところ】長浜文化芸術会館(大島町)
【出　演】関西フィルハーモニー管弦楽団〔指揮：藤岡 幸夫〕
【曲　目】・NHK大河ドラマ「軍師官兵衛」テーマ曲

・「マイ・フェア・レディ」
・「パイレーツ・オブ・カリビアン」メドレー
・ドヴォルザーク／交響曲第８番ト長調「イギリス」他

【入場料】全席指定席 4,000円 ※未就学児入場不可
【前売所】長浜文化芸術会館、長浜市民体育館、長浜サンパレス、

浅井B&G海洋センター、平和堂木之本店
【前売開始日】６月21日(土)10時から
【主　催】長浜市、(公財)長浜文化スポーツ振興事業団
■問･申長浜文化芸術会館(7６３－７４００)

【申込み】６月18日（水）から浅井Ｂ＆Ｇ海洋センターで受付を開始します。
※グラウンド・ゴルフ大会以外は電話で予約することもできます。
参加費を添えて申込みください。定員になり次第受付を終了します。

【その他】自己都合でキャンセルする場合、参加費は原則としてお返しできません。
定員に満たないときは、開催しない場合もあります。（この場合、参加費は返金します）

■問･申 (公財)長浜文化スポーツ振興事業団〈浅井Ｂ＆Ｇ海洋センター内〉（7７４－３３５５）

(C)HIKAWA

イベント名
男の料理教室
講師：山岡和宏氏

奥びわこマキノグランド
パークホテル和食料理長

ジュニアゴルフ
スクール

第８回Ｂ＆Ｇカップ
グラウンド・ゴルフ大会

カヌー体験教室

魚つかみ大会

日　程

７月２日～30日
各水曜日【全５回】
18時30分～20時30分

７月12日～８月９日
各土曜日【全５回】
19時30分～21時

７月17日(木）
※雨天時は18日(金）
受付８時45分～
開会式９時15分～
７月20日(日)

※雨天時は21日(月・祝）
午前の部９時～11時
午後の部13時～15時

７月26日(土）
※雨天時は27日(日）

11時～

対　象

一般男性

小学３～６年生

一般

小学生以上

小学生以下と
その保護者

受講料・参加費

11,000円
(５回分・
食材費込)

5,200円

１人700円

1,100円

１人600円
(魚１匹付)

定　員

16人
(先着順)

20人
(先着順)

100人
(先着順)

各20人
(先着順)

100人
(先着順)

場　所

湯田公民館
(内保町）

365ゴルフクラブ
ながはま
(常喜町）

浅井ふれあい
グラウンド
(大依町)

西池(池奥町）
浅井Ｂ＆Ｇ海洋
センター
艇庫前に集合

浅井文化スポーツ
公園内

人工河川(大依町)
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市民の皆さんのサークル・団体が行う催しを掲載します。
掲載希望の人は、掲載希望号の１か月前までに市民広報室（7６５－６５０４）までご連絡ください。情報ひろば 

労働保険(労災保険・雇用保険)の年度
更新手続きについて相談会および申告
書の受付を次のとおり開催します。
【と　き】６月23日(月)、７月７日(月)

９時30分～16時
【ところ】長浜商工会議所(高田町)
■問彦根労働基準監督署
（7０７４９－２２－０６５４）

(一財)日本遺族会は、先の大戦で父等
を亡くした戦没者の遺児を対象に、旧
戦域を訪れ、慰霊追悼と地域住民との
友好親善を図る事業を実施しています。
【参加費】９万円
【実施地域】旧満州など18地域
※訪問時期は地域によって異なります。
詳しくは(一財)日本遺族会事務局(7
０３－３２６１－５５２１)まで。

■申 (一財)滋賀県遺族会事務局
（7０７７－５２２－７２２７）

鍛冶で栄えたまち鍛冶屋町で鍛冶体
験や鍛冶ワークショップ、フリーマ
ーケット、写真展、繭の糸とり実演、
田舎料理バイキング、冒険遊び場な
ど楽しいイベントが盛りだくさん。
【と　き】６月21日(土)10時～17時

６月22日(日)10時～16時
【ところ】坐外堂など（鍛冶屋町）
鍛冶ワークショップは要予約(7０９
０－１９８３－４７２２山田)
■問とんてんかん鍛冶屋実行委員会
（7０８０－３８４７－４３６３）

親子で手遊びや体操、ふれあい遊び
などを通して交流してみませんか。
国籍は問いません。
①０～３歳児(未就園児)の親子
【と　き】７月１日(火) 

10時～11時30分
(出入り自由)

【参加費】無料
②３～６歳(未就学児)の親子
【と　き】７月1日(火)14時～15時
【内　容】七夕飾り作り
【参加費】100円/組(材料費)
【定　員】10組

【ところ】①②とも長浜市多文化共
生・国際文化交流ハウス
ＧＥＯ（神照町）

【申込み】開催１週間前までに氏名、連
絡先、希望日時を下記まで。

■問･申長浜市民国際交流協会
(7/5６３－４４００)
nifa_info@ybb.ne.jp

林ともこさんによる講演『あ～ちゃ
んの願いごと』のほか、絵本の読み
聞かせや木工ワークショップ、カフ
ェなど各種ブースが楽しめます。
【と　き】７月６日(日)10時～15時
【ところ】感響の家『暮らしギャラリ

ーふくらの杜』(内保町)
【参加費】無料
■問あ～ちゃんの虹(林)

a.chan.no.niji@gmail.com

【と　き】７月12日(土)
10時～11時30分

【ところ】虎姫文化ホール(宮部町)
【対　象】幼児から大人まで
【定　員】280人(先着順)
【参加費】無料
【申込み】６月21日(土)10時から直接

または電話で下記まで
【主　催】とらひめおはなしの会

すっとんとん
■問･申虎姫図書館(7７３－２３３５)

※市内各図書館でも受付可

悪質業者はさまざまな手口で高齢者
を狙っています。消費生活相談窓口
に寄せられる相談事例からトラブル
の対処法を学びましょう。
【と　き】６月24日(火)

13時30分～15時30分
【ところ】市民交流センター（地福寺町）
【講　師】市消費生活相談員

畑山三津子
【対　象】どなたでも
【定　員】120人（先着順）
【参加費】入場無料
【申込み】前日までに下記まで
■問･申長浜市民交流センター
（7６５－３３６６）※水曜日休館

身体の健康を保つための体操講座で

す。どなたでも大歓迎です。なるべ
く①②セットで受講ください。
①健康体操の講話と実技
【と　き】７月６日(日)

10時30分～11時45分
【講　師】(公社)真向法協会 佐藤浩氏
②健康体操の実技と転倒防止について
【と　き】７月13日(日)

10時～11時30分
【講　師】上野けい子氏、長谷川美也

子氏、梅本安栄氏
※①②共通
【ところ】市民交流センター(地福寺町)
【持ち物】タオル、運動のできる服装
【参　加】無料（当日参加可）
■問･申湖国ひとまちネット(藤井)
(7/5６３－９８２２)

赤ちゃん人形を使ってだっこやおむつ
換えなどを体験。助産師と先輩ママが
不安や疑問に丁寧に答えます。癒しの
胎教「ミニ音楽会」もあります。
【と　き】７月12日(土)

10時～11時30分
【ところ】六荘公民館(勝町)
【対　象】市内在住・在勤の妊婦さん、

妊婦さんのご家族(お父さ
んの参加も大歓迎)

【講　師】安藤鶴姫 助産師
佐藤啓子 助産師

【演奏者】足木かよ氏、菅井麻友子氏
【定　員】20人(先着順)
【参加費】1人100円
【申込み】６月17日(火)から電話で下

記まで
■問･申火・水・木曜日の９時～15時

子育て広場スキップ
(7６２－１２１２)
上記以外 六荘公民館
(7６２－０１９８)
※月、第１・３日曜日休館

セミナー終了後は「ジーバーぽこぽこ」
というシニアボランティアグループで
小学校での読み聞かせ活動をしていた
だきます。仲間と楽しく「頭と心と体
の健康づくり」を始めませんか。
【と　き】７月25日～９月26日の毎

週金曜日
※８月15日、22日、９月５
日除く全７回
９時30分～11時30分

【ところ】市民交流センター（地福寺町）
【対　象】市内在住で60歳以上、自分

の健康づくりのために読み
聞かせボランティアを行う
意欲のある人

【定　員】15人
【申込み】７月11日(金)までに電話ま

たはFAXでジーバーぽこぽ
こ会長 川上由明(7/5６
３－５２５６)

■問健康推進課(7６５－７７５９)

【と　き】７月25日(金)～８月１日(金)
土日除く６日間　８時～17時

【ところ】クレフィール湖東(東近江
市平柳町)

【対　象】55歳以上の県内在住者で
講習に係る就業を希望し、
ハローワークで求職登録を
している人

【定　員】20人※普通自動車免許保有者
【申込締切】７月４日(金)必着

※申込受付後、面接により選考
【面接日程】７月８日(火)10時～クレフ

ィール湖東にて
■問･申滋賀県シルバー人材センター連合
会（7０７７－５２５－４１２８）

琵琶湖産子持ちニゴロブナの塩切り
(飯漬けにする前の塩蔵品)を用いて
実際にふなずしを漬けていただきま
す。見学のみも可です。
【と　き】８月４日(月)・５日(火)

両日とも８時30分～15時30分
【ところ】朝日漁業協同組合（湖北町

尾上）
【参加費】22,000円(琵琶湖産子持ち

ニゴロブナ塩切り５kg、漬
け物桶等一式)

【定　員】1日20人(応募多数の場合
は抽選。見学は自由)

【持ち物】汚れてもいい服装(長靴、サ
ンダルなども)、炊飯した米
(３升５合)、弁当

【その他】昼食でビワマスの刺身、ア
ユの佃煮が味わえます

【申込み】往復はがきに①郵便番号②
住所③氏名④年齢⑤昼間に
通じる電話番号⑥希望日を
記入し下記まで。

【締切り】７月15日(火)消印有効
■問朝日漁業協同組合
〒５２９－０３６４
湖北町尾上１４４－１４
(7７９－０３２０)

滋賀ならではの資源や素材を活かし、
心の豊かさや上質な暮らしぶりといっ

た滋賀らしい価値観を持つ商品・サー
ビスを募り、その中から特に湖国のイ
メージをクールに伝える素敵なものを
選びます。自薦推薦は問いません。
【募集期間】７月16日(水)まで
【応募方法】「ココクール　マザーレイ

ク・セレクション」サイト
または推薦用紙で

※詳細はココクールセレクションの
サイトを検索ください。

■問滋賀県商工政策課
(7０７７－５２８－３７１５)

芸術文化祭にふさわしい内容で、広
く市民を対象とした市内開催の事業
であれば参加できます。
【と　き】８月23日(土)～12月28日(日)
【申込み】７月６日(日)までに、公民

館や文化施設に設置してあ
る所定の申込書にて

■申･問長浜市芸術文化祭実行委員会事
務局(7６３－７４００)

交通遺児への奨学金の貸与を行って
います。
【応募資格】保護者等が交通事故で死亡

したり、重い後遺しょうが
いのため働けず、経済的に
就学が困難な生徒・学生。
(申込時29歳までの人)

【申込み】電話またはホームページか
ら応募書類を請求し、添付
書類とともに下記まで

■申･問　(公財)交通遺児育英会
(7０３－３５５６－０７７３)

http://www.kotsuiji.com

長浜地方卸売市場では市場運営の参
考にするため市場モニター制度を設
けています。
【活動内容】意見交換会・研修会の参加

やアンケート調査への回答
など

【応募資格】長浜市または米原市在住の
18歳以上の人で、国・
県・地方公共団体の議員や
職員でない人

【応募方法】電話かメールで下記まで
【その他】詳しくは直接問い合わせく

ださい
■申･問長浜地方卸売市場(株)
(7６３－４０００)

nagasijo@mx.bw.dream.jp

◇労働保険年度更新の手続きをお
願いします　７月10日(木)まで

◇戦没者遺児による慰霊友好親善
事業への参加者を募集します

◇Happy★虹マルシェ

◇番長きたる！
絵本作家よしながこうたくさんの
読み聞かせとライブペイント

◇とんてんかんin鍛冶屋!!

◇多文化子育て広場

お知らせ

◇消費者トラブル110番

◇市民寺子屋 健康体操講座

◇読み聞かせボランティア養成セミナー

◇ふなずし講習会
◇交通遺児奨学生募集

◇市場モニター募集

◇マタニティ講座

◇シニア対象フォークリフト技能講習会

◇ココクール　マザーレイク・セ
レクション2014候補募集中

不用品交換情報（５月30日現在）

ください（無料）
○自転車(大人用・婦人用)○ペーパー
カッター(裁断機)○３人掛けソファ○
洗濯機(全自動)○軽トラ用二台シート
(ゴム付き)○ガスコンロ○ＤＶＤレコ
ーダー○くるくるドライヤー○小型
液晶テレビ○一輪車○子ども乗せ用
自転車椅子○介護用バスチェア○携
帯電話端末と充電器○ヘルメット
ゆずってください（有料）
○自転車(大人用・婦人用)○小型液
晶テレビ
あげます（無料）
○剣道着(０号、２号)○剣道防具一
式(小学生用) ○剣道着(白地刺子、１
号○柔道着(４号)○雨ガッパ(ピン
ク、120cm)○炊飯器(ＬＰガス用)
○ガス湯沸かし器○ベビーバス○袋
付き湯たんぽ○フィットネス器具
(腕・足用)○クーハン○ローボード
○和皿○石油ストーブ○布地
ゆずります（有料）
○パソコンラック○野球グローブ(右
手用)とボール○介護用タオルケット
○アイスノンケース付きまくら○ソ
ファ○電子ピアノ○キャラクターも
のの補助便座○チャイルドシート○
草刈り機○小型冷蔵庫○窓用換気扇
○洗濯機○座敷机○バレーボールシ
ューズ(21cm)○和皿○大人用自転車

※現物は保管していません。
※市は取次ぎのみで、利用者双方の
話合いで決定していただきます

■問環境保全課(7６５－６５１３)

催　し

講座・教室

Eメール 

Eメール 

Eメール 

Eメール 

◇第39回長浜市芸術文化祭参加
事業募集

募　集

子どもの人権110番強化週間
いじめ、体罰、不登校、虐待など、
子どもの人権にかかわる問題でお悩
みの人は、ぜひ電話ください。
(相談無料・秘密厳守)
【と　き】６月23日(月)～29日(日)

平日：８時30分～19時
土日：10時～17時

【相談員】人権擁護委員、法務局職員
【相談電話】7０１２０－００７－１１０
■問大津地方法務局人権擁護課
(7０７７－５２２－４６７３)



５月18日（日）
優しさと思いやりのまちを目指して
災害時に、認知症による徘徊者を早期発見し保護できるよう

湖北町速水自治会で訓練が行われました。
訓練では３人の認知症高齢者が行方不明になった想定でグル

ープごとに捜索。３大原則「驚かせない」「急がせない」「自尊
心を傷つけない」に基づいて対応しました。
杉田自治会長は、「いざという時にしっかり対応できる雰囲気

作りをこれからも行い、優しさと思いやりのあるまちNo.1の速
水を目指していきたい」と話しました。

５月22日（木）
日本最大級のビオトープで環境学習
市民団体「早崎内湖再生保全協議会」主催の環境学習会が早

崎内湖ビオトープで行われ、びわ北小学校の４年生が参加しま
した。
児童たちは地引き網や和船を使い水生生物を採取・観察しな

がら、生態について学びました。
トンボのヤゴ、フナの幼魚、エビなど小さい水生生物のほか、

40㎝ほどもあるタイワンドジョウも網に掛かり、児童たちは、
その大きさに驚きと歓声の声をあげていました。

このコーナーは、長浜の見どころ、市民の皆さんの活動の様子やまちで見かけたほっとな話題を紹介します。あなたが知って
いる旬の話題などがあれば、市民広報室（765－6504）までお知らせください。
市公式Facebookページでもさらに詳しくみることができます。

https://www.facebook.com/nagahama.hotnews

５月25日（日）
田んぼがキャンバス！２色の苗で描きます
虎姫地域づくり協議会主催の「田んぼアート」に挑戦しよう

と、地元住民ら約60人が田植えを行いました。描くのは虎姫出
身の偉人でおみくじの創始者といわれる「元三大師」。
参加者はぬかるむ田んぼに足をとられながらも時折笑顔をみ

せ、植える場所を確認しながら協力して進めました。
６月下旬には見頃を迎え、秋に収穫された米は参加者や東日

本大震災の被災者に送られるとのことです。

５月27日（火）
みんなの「げんきのもと」になりますように
地域のつながりをサポートし地域活性化の拠点にしようと、

木之本町の北国街道沿いにシルバーふれあいサロン「元気の館
もと

」
がオープンしました。
これは長浜市シルバー人材センターが空き店舗の１階部分を

改修したもので、地域の人が気軽に立ち寄り交流できる場とし
て開放し、工芸品・手芸品の展示販売、講習会や講座なども行
う予定です。

「長浜　ほっとにゅーす」 検索
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植物油インキで印刷しています。 再生紙を使用しています。

「広報ながはま」は、各自治会を通じてお届けすることを原則としていますが、市民交流セ
ンターや図書館、公民館など市の公共施設にも置いています。市のホームページでもご覧い
ただけます。点字広報、声の広報を作成していますので、ご希望の人は市民広報室まで。
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